
6年生　国語科の実践「やまなし」



１．単元の目標

●文章の構成や展開、文章の種類とその特徴について理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【知識及び技能（１）カ】

●比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能（１）ク】
   

●物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考えたりすることができ　

る。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【思考力，判断力，表現力Cエ】 
●言葉がもつよさに気付くとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚し

て、思いや考えを伝え合おうとする。　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【学びに向かう力，人間性等】 

  



２．実践の内容①「言葉に着目する」　

（１）全文シートの活用

・作品の特徴や、疑問を持ったと
ころに線を引き、友達と見せ合い
ながら考えることができる。

・紙でY字チャートをつくり、作品
論と作家論を１枚の紙で関連付ける
児童も。

（２）全文シートのねらい・よさ



２．実践の内容②「２つの場面の対比」

（１）ICT活用場面
・「五月」「十二月」で出てきた　
を言葉の表現をYチャートで比　
較する。
（比喩、オノマトペ、色彩語）
・観点ごとに比較し、「五月」　　
「十二月」から感じたことや考　
えたことを書く。

・２つの場面を比較しやすい。
・他者参照できることで、友達の考　
えを参考にできる。

（２）ICT活用のねらい・よさ



　　３．児童の様子　（成果物の一例）

◉児童の成果物の一例
「やまなし」「イーハトーヴの夢」
を関連させて読み、自分の考えをま
とめています。



４．成果　　

５．課題　

・物語文とその作者の生き方、他の作品を並行して読んで関連付け　
て読み取ることに、他者参照をしても困難を感じる児童もいた。
・自分の考えをまとめる経験を積み重ねることが必要。

・Googleの汎用的なアプリケーションと既習のICTスキルを活用し　
て、単元を通して児童が主体的に学びを進めることができた。
・ICT活用により、場面の比較がしやすく、印象や特徴の違いを捉え　
ることができた。
・記述や推敲の場面にICTを活用したことで、効率的に成果物を書く
　ことができ、他者参照・交流も容易になった。


